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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド

２面　遠藤さんベスト学生賞／〝囲   

　　　炉端〟住宅が優秀賞／溝口さ

　　　ん優秀ポスター賞／清水さん

　　　優秀講演賞

３面　学生懸賞論文最優秀賞に滝口

　　　さん／今村研が再現２模型／

　　　サーテックに本学展示

４面　二宮小でロボット授業／倫理

　　　教育講習会開く／出版案内／

　　　新任紹介／クラブ活動状況

　平成27年度の学位記授与式は、３月22日
（火）午後２時から、幕張メッセ・イベントホ
ールで挙行されます。
　入場受け付けは、学生・父母とも１時半か
ら開始します。開式（２時）以降の入退場は
できません。なお、学生は当日「学生証」を
必ず持参してください。

平成27年度　学位記授与式

　
１
月
16
、
17
日
（
土
、
日

曜
日
）
の
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
試
験
を
皮
切
り
に
、
い
よ

い
よ
入
試
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま

っ
た
。
本
学
で
も
、
セ
ン
タ

ー
試
験
を
利
用
し
て
入
学
志

願
者
の
合
否
を
決
め
る
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
を

実
施
。
今
年
度
は
受
験
生
１

本学志願者 大幅増
セ
ン
タ
ー
利
用
、Ａ
日
程
入
試

と
も
に
２
万
５
千
人
超
す

９
０
０
人
を
受
け
入
れ
た
。

　
16
日
は
リ
ス
ニ
ン
グ
機
器

の
不
具
合
の
申
し
出
が
あ
り

再
開
テ
ス
ト
を
実
施
、
17
日

は
順
調
に
終
了
し
た
。

　
今
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の

志
願
者
数
は
全
国
で
約
56
万

人
。
本
学
セ
ン
タ
ー
利
用
入

試（
前
期
）の
志
願
者
は
２
万

５
１
８
６
人
で
、
昨
年
を
７

６
３
５
人
上
回
り
、
セ
ン
タ

ー
利
用
入
試
で
は
６
年
連
続

で
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。

　
続
い
て
Ａ
日
程
入
学
試
験

が
１
月
31
日
（
日
）
か
ら
４

日
間
、
本
学
試
験
場
と
14
の

学
外
試
験
場
（
１
月
31
日
、

２
月
１
日
）
で
実
施
さ
れ

た
。
出
願
受
け
付
け
開
始
か

ら
間
も
な
く
、
東
京
会
場

（
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
大
宮
会

場
と
次
々
に
定
員
を
満
た

し
、
最
終
的
に
は
７
会
場
が

定
員
を
満
た
す
結
果
と
な
っ

た
。
試
験
日
は
４
日
間
と
も

好
天
に
恵
ま
れ
、
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
終
了
。
今
年

度
、
Ａ
日
程
志
願
者
数
は
２

万
７
１
２
０
人
で
、
昨
年
を

１
万
７
１
８
人
上
回
り
、
８

年
連
続
で
増
加
し
た
。

　
志
願
者
増
の
最
大
要
因

は
、
工
学
部
が
「
工
学
部
」

「
創
造
工
学
部
」「
先
進
工

学
部
」
の
３
学
部
体
制
に
改

編
さ
れ
た
こ
と
。
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
専
門
性
を
高

め
た
学
部
学
科
構
成
に
、
大

き
な
注
目
が
集
ま
っ
た
。

　
ま
た
昨
年
１
年
間
、
本
学

の
取
り
組
み
が
テ
レ
ビ
・
新

　
本
学
は
１
月
21
日
に
国
立

高
等
専
門
学
校
釧
路
工
業
高

等
専
門
学
校
（
岸
徳
光
校

長
、
生
徒
数
約
千
人
）
と
、

同
25
日
に
は
東
京
都
立
産
業

技
術
高
等
専
門
学
校
（
田
原

正
夫
校
長
、
生
徒
数
約
１
６

０
０
人
）
と
、
教
育
・
研
究

活
動
全
般
に
係
る
「
包
括
的

な
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
た
。

　
地
域
の
工
科
系
教
育
で
連

携
し
、
次
代
を
担
い
国
際
社

会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育

て
る
の
が
目
的
。

　
都
立
産
業
技
術
高
専
で
の

締
結
式
で
は
、
田
原
校
長

写
真
左

と
小
宮
一
仁
学
長

同
右

が
協
定
書
に
サ
イ

ン
し
、
握
手
を
交
わ
し
た
。

国
立
釧
路
工
業
高
専
、

都
立
産
業
技
術
高
専
と

人
材
育
成
へ
連
携
協
定
結
ぶ

聞
な
ど
に
数
多
く
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
も
寄
与
し
た
。

未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）
が
開

発
し
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を

受
賞
し
た
近
未
来
型
モ
ビ

リ
テ
ィ
ー
「
Ｉ
Ｌ
Ｙ-

Ａ
」

や
、
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ

ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
開
発
の
流

星
観
測
衛
星
「
Ｓ-

Ｃ
Ｕ
Ｂ

Ｅ
」
が
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
無
人

補
給
機
で
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

こ
と
は
、
特
に
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

　
ほ
か
に
も
学
生
た
ち
が
活

躍
し
、
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大

会
２
０
１
５
（
中
国
）
で
完

全
優
勝
、
世
界
戦
で
見
事
２

連
覇
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
本
学
の
研
究

成
果
を
広
く
発
信
し
て
い
る

こ
と
、
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ

ス
に
新
食
堂
棟
・
体
育
館
・

国
際
交
流
会
館
が
建
設
中

で
、
よ
り
豊
か
な
大
学
生
活

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
が
、
受
験
生
や
保

護
者
が
本
学
に
抱
く
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、

志
願
者
増
に
つ
な
が
っ
た
と

み
ら
れ
て
い
る
。

1月31日に実施されたＡ日程入学試験（本学第３会場で）

平成28年度　入学試験学科別志願者数
学部 学科 センター前期 Ａ日程

工学部※

機械工学科 2,316 2,461
機械電子創成工学科 1,531 1,707
先端材料工学科 1,353 1,483
電気電子工学科 1,870 2,003
情報通信システム工学科 1,474 1,611
応用化学科 1,314 1,375

創造工学部※
建築学科 1,763 1,848
都市環境工学科 1,432 1,534
デザイン科学科 1,435 1,631

先進工学部※
未来ロボティクス学科 1,817 1,896
生命科学科 1,272 1,332
知能メディア工学科 1,376 1,492

情報科学部
情報工学科 1,906 2,074
情報ネットワーク学科 1,640 1,739

社会システム
科学部

経営情報科学科   961 1,040
プロジェクトマネジメント学科   898   976
金融・経営リスク科学科   828   918
全志願者数 25,186　 27,120　

 ※は平成28年４月開設

前年度　志願者数

学部 学科 センター前期 Ａ日程

工学部

機械サイエンス学科 2,389 2,274
電気電子情報工学科 2,334 2,202
生命環境科学科 1,524 1,386
建築都市環境学科 1,962 1,701
デザイン科学科 1,519 1,389
未来ロボティクス学科 1,847 1,764

情報科学部
情報工学科 2,029 1,858
情報ネットワーク学科 1,661 1,565

社会システム
科学部

経営情報科学科 　884 　847
プロジェクトマネジメント学科 　743 　733
金融・経営リスク科学科 　659 　683
全志願者数 17,551　 16,402　

▲
工学部改編が効果

2016
2.15

千葉工業大学・入試広報部
〒275-0016　千葉県習志野市津田沼

２丁目17番１号

℡ 047(478)0222　FAX 047(478)3344

毎月１回（８月を除く）15日発行
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大
学
院
で
生
命
環
境
科

学
を
専
攻
す
る
遠
藤
敬
幸

さ
ん（
修
士
１
年
、
橋
本

和
明
・
柴
田
裕
史
研
究

室

写
真
左
）
が19 th 

Symposium 
on 
Ceramics 

in 
Medicine, 

Biology 

and Biomimetics

（SCMBB

第
19
回
医
学
・
生
物
学
・

生
体
模
倣
関
連
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
材
料
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
昨

年
12
月
９
〜
11
日
、
東
京
都

文
京
区
の
東
京
医
科
歯
科
大

Ｍ
＆
Ｄ
タ
ワ
ー
で
、
日
本
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
協
会
生
体
関
連

材
料
部
会
な
ど
主
催
）
で

生
体
材
料
関
連
の
研
究
を

ポ
ス
タ
ー
発
表
し
、Best 

Student 
SCMBB 

Award

を

受
賞
し
た
。

　
発
表
し
た
の
は

「Characterization 
of 

structural 
stability 

of 
β
-tricalcium 

p
h
o
s
p
h
a
t
e
 
d
o
p
e
d 

with 
sodium 

ion 
by 

　
建
築
を
志
す
学
生
た
ち
を

対
象
に
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
募
集
し
た
第
９
回

「
住
ま
い
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
で
、
大
学

院
建
築
都
市
環
境
学
専
攻
の

秋
山
怜れ

央お

さ
ん
、
高
橋
沙
織

さ
ん
、
谷
田
部
貴
久
さ
ん

（
い
ず
れ
も
修
士
１
年
・
遠

藤
政
樹
研
究
室
）
の
３
人
が

共
同
で
高
齢
者
用
集
合
住
宅

「
囲
炉
端
会
議
」
を
提
案

し
、
優
秀
賞(

賞
金
50
万
円)

を
獲
得
し
た
。
表
彰
式
は
昨

年
12
月
19
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
（
東
京
都
千
代

田
区
紀
尾
井
町
）
で
行
わ
れ

た
。

　
課
題
は
、
都
心
の
緩
や
か

な
勾
配
の
敷
地
に
30
戸
の
高

齢
者
用
住
宅
を
想
定
す
る

「
１
０
０
歳
の
集
合
住
宅
」。

　
秋
山
さ
ん
た
ち
は
、
い
つ

の
時
代
に
も
人
々
を
温
か
く

結
び
付
け
て
き
た
囲
炉
裏
端

に
着
目
。
囲
炉
裏
を
介
し
て

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
生
ま

れ
る
集
合
住
宅
を
構
想
し

た
。

　
自
分
の
時
間
が
増
え
た
お

年
寄
り
は
、
趣
味
に
費
や
す

時
間
も
増
え
る
。
異
な
る
趣

味
嗜し

好こ
う

の
人
た
ち
の
多
様
性

を
許
容
す
る
空
間
が
囲
炉
裏

だ
。
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
暮

ら
す
こ
と
の
豊
か
さ
を
、
集

合
住
宅
の
形
に
再
構
築
し

た
。

　
住
戸
は
四
角
錐
の
尖
端
を

切
っ
た
よ
う
な
姿
で
連
な

る
。
内
の
道
を
た
ど
る
と
部

屋
の
囲
炉
裏
が
少
し
の
ぞ
け

る
。
あ
る
戸
の
囲
炉
裏
で
時

を
共
有
し
、
別
の
囲
炉
裏
へ

｜
｜
。

　
全
国
の
作
品

が
集
ま
る
中
、

ア
イ
デ
ア
を
ど

う
魅
力
的
に
ア

ピ
ー
ル
す
る

か
。
高
齢
化
社

会
に
「
建
築
的

発
想
」
で
ど
う

答
え
を
出
す

か
。
３
人
が
重

ね
た
工
夫
は
実

り
、
最
優
秀
賞

　
点
に
続
く
優

秀
賞
３
点
の
う

ち
に
選
ば
れ
た
。

　
講
評
で
、
審
査
委
員
長
の

隈
研
吾
氏
（
隈
研
吾
建
築
都

市
設
計
事
務
所
代
表
・
東
大

教
授
・
東
京
五
輪
へ
新
国
立

競
技
場
案
を
設
計
）
は
「
空

間
に
対
し
て
細
部
ま
で
創
造

力
が
行
き
渡
っ
て
い
た
。
１

０
０
歳
と
い
う
時
間
を
抽
象

的
に
と
ら
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
具
体
的
な
時
間
・
空
間

と
し
て
と
ら
え
て
い
た
」。

　
審
査
員
の
乾
久
美
子
氏

（
東
京
藝
大
准
教
授
）
は

「
こ
の
囲
炉
裏
は
ど
の
世
代

も
許
容
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
感
じ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
よ
か
っ
た
」。
他

の
審
査
員
か
ら
も
「
煙
突
と

も
何
と
も
い
え
な
い
急
勾
配

の
屋
根
の
形
で
形
成
さ
れ
る

街
並
み
が
気
に
入
っ
た
」
と

好
評
価
が
続
い
た
。

　
受
賞
者
た
ち
は
「
名
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
い
て
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
満
足
せ
ず
、
今
後
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。

〝
囲
炉
端
〞住
宅
　優
秀
賞

▼　
秋
山
さ
ん
・
高
橋
さ
ん
・
谷
田
部
さ
ん　

住
ま
い
の
コ
ン
ペ
で

遠
藤
さ
ん
ベ
ス
ト
学
生
賞

▼　
生
体
材
料
シ
ン
ポ
で
ポ
ス
タ
ー
発
表

electrical 
analysis

（
電
気
的
解
析
法
に
よ
る
ナ

ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
固
溶
し

た
β
型
リ
ン
酸
三
カ
ル
シ
ウ

ム
の
構
造
安
定
性
評
価
）」。

　
遠
藤
さ
ん
は
生
体
機
能
材

料
化
学
を
研
究
し
て
い
る
。

整
形
外
科
や
顎
顔
面
の
骨
補

填
材
と
し
て
す
で
に
臨
床
応

用
さ
れ
て
い
る
β
型
リ
ン
酸

三
カ
ル
シ
ウ
ム
の
構
造
安
定

性
を
、
電
気
的
解
析
法
に
よ

っ
て
評
価
し
、
ま
と
め
た
。

　
用
い
た
の
は
交
流
イ
ン
ピ

ー
ダ
ン
ス
測
定
で
、
材
料
の

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
（
交
流
抵

抗
）
を
測
定
し
、
電
気
伝
導

性
や
キ
ャ
リ
ア
種
（
電
子
ま

た
は
正
孔
）
の
移
動
に
必
要

（左から）谷田部さん、秋山さん、建築家の乾

久美子さん、高橋さん。下は作品の説明図から

溝
口
さ
ん
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞

▼　
電
子
透
か
し
の
ビ
デ
オ
教
材　

マ
レ
ー
シ
ア
で
発
表

　
生
命
環
境
科
学
専
攻
の
大

学
院
生
・
清
水
麻
里
さ
ん

（
修
士
１
年
・
五
明
美
智
男

研
究
室

写
真
）
が
、
日
本

沿
岸
域
学
会
の
研
究
討
論
会

２
０
１
５
（
昨
年
７
月
18
・

19
日
、
茨
城
大
水
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
）
で
「
千
葉
県

の
砂
浜
に
お
け
る
海
浜
植
物

の
生
息
場
の
特
性
分
析
｜
千

葉
県
南
房
総
市
岩
井
海
岸
を

例
と
し
て
｜
」
を
発
表
し
、

優
秀
講
演
賞
を
受
賞
し
た
。

決
定
通
知
が
遅
れ
、
１
月
の

公
表
と
な
っ
た
。

　
千
葉
の
海
岸
は
、
海
食
に

よ
る
海
岸
線
の
後
退
や
人
工

整
備
の
影
響
に
外
来
種
の
繁

殖
も
加
わ
り
、
ヨ
シ
原
の
ほ

か
マ
コ
モ
、
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ

な
ど
貴
重
な
海
浜
植
物
の
減

少
が
み
ら
れ
る
。
生
物
の
多

様
性
を
守
る
た
め
市
民
団
体

が
保
護
・
再
生
活
動
を
し
て

い
る
が
、
有
効
性
に
不
明
な

点
も
多
く
、
確
か
な
評
価
方

法
が
待
た
れ
て
い
る
。

　
清
水
さ
ん
ら
は
南
房
総
の

岩
井
海
岸
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
、
海
浜
植
物
の
生
息
場

評
価
モ
デ
ル
を
作
ろ
う
と
、

ま
ず
基
礎
情
報
を
収
集
整

理
。
海
浜
植
生
の
被
度
・
種

数
と
砂
浜
の
地
盤
高
な
ど
の

関
係
か
ら
Ｓ
Ｉ
（
適
性
指

数
）
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
生

息
場
の
特
性
を
考
察
し
、
今

回
の
結
果
を
ま
と
め
て
発
表

し
た
。

　
悪
天
候
の
中
の
調
査
も
あ

り
、
デ
ー
タ
集
め
に
苦
労
し

た
と
い
う
。

　
清
水
さ
ん
は
「
賞
を
頂
き

大
変
う
れ
し
い
。
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
地
域
の
方
々
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

で
す
」
と
語
っ
た
。

　
五
明
教
授
・
社
会
圏
環
境

研
究
室
の
学
生
は
前
年
度
研

究
討
論
会
で
も
環
境
教
育
の

工
夫
や
離
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

研
究
で
優
秀
講
演
賞
を
受

賞
。
岩
井
海
岸
で
は
今
後

も
、
植
物
以
外
の
漂
着
物
に

よ
る
海
岸
評
価
、
漂
着
海
藻

を
用
い
た
環
境
教
育
（
海
藻

お
し
ば
づ
く
り
）、
海
岸
林

の
保
全
管
理
な
ど
の
研
究
を

進
め
る
と
い
う
。

清
水
さ
ん
優
秀
講
演
賞

▼　
海
浜
植
物
保
護
へ
評
価
モ
デ
ル
作
り

な
活
性
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

を
算
出
す
る
手
法
。
こ
れ
に

よ
り
、
添
加
し
た
ナ
ト
リ
ウ

ム
イ
オ
ン
の
量
に
よ
る
β
型

リ
ン
酸
三
カ
ル
シ
ウ
ム
の
電

気
伝
導
性
や
、
キ
ャ
リ
ア
種

の
移
動
の
変
化
を
調
べ
て
発

表
し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
会
場
で
は
英
語

で
の
質
疑
応
答
が
難
し
く
、

自
身
の
英
語
能
力
の
低
さ
を

痛
感
し
た
と
い
う
。

　
遠
藤
さ
ん
は
「
あ
ま
り
上

手
に
発
表
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
ま
さ
か
自
分
が
｜
｜
と

驚
き
の
方
が
大
き
く
、
あ
と

か
ら
喜
び
が
こ
み
上
げ
て
き

ま
し
た
」と
感
想
を
語
っ
た
。

　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

の
溝
口
紗
耶
さ
ん
（
４
年
・

中
村
直
人
研
究
室

写
真

下
）
が
第
６
回
理
数
科
教
育

国
際
会
議
（
昨
年
11
月
16
〜

19
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
ナ

ン
島
で
開
催
）
の
デ
ジ
タ

ル
部
門
で
「Development 

of 
Interactive 

Video 

Materials 
using 

an 

Electronic 
Watermark

（
電
子
透
か
し
を
用
い
た

双
方
向
ビ
デ
オ
教
材
の
開

発
）」
を
発
表
し
、
優
秀
ポ

ス
タ
ー
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

　
溝
口
さ
ん
は
中
村
教
授
の

指
導
で
、
見
た
目
に
分
か
ら

な
い
電
子
透
か
し
（
画
像
や

音
質
に
影
響
を
与
え
ず
特
定

情
報
を
埋
め
込
む
技
術
）
を

施
し
た
ビ
デ
オ
教
材
を
開
発

し
た
。

　
ビ
デ
オ
の
興
味
の
あ
る
シ

ー
ン
で
、
各
人
が
タ
ブ
レ
ッ

ト
機
器
を
か
ざ
す
と
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
付
属
カ
メ
ラ
を
通

じ
て
シ
ー
ン
に
対
応
す
る
透

か
し
情
報
を
読
み
取
り
、
学

習
者
は
解
説
情
報
を
得
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
タ
ナ
ゴ
の
ビ

デ
オ
を
見
な
が
ら
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
か
ざ
す
と
、
詳
細
な
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
、

学
習
者
が
主
体
的
に
学
習
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
学
習
状
況
の
把
握
分
析
に

も
役
立
つ
。
ビ
デ
オ
教
材
は

モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
で
表
示
で
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
へ
利
用
を
広

げ
ら
れ
る
。

　
富
士
通
の
技
術
を
使
っ
た

溝
口
さ
ん
は
、
富
士
通
社
員

ら
と
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
て
資
料
を
作
っ
た
と
い

う
。「
万
全
の
準
備
で
臨
ん

だ
の
で
、
受
賞
は
と
て
も
光

栄
で
す
。
慢
心
せ
ず
に
励
ん

で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
中

村
先
生
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。

　
理
数
科
教
育
国
際
会
議

は
、
教
育
の
国
際
協
力
活
動

と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
東
南

ア
ジ
ア
教
育
大
臣
機
構
・
理

数
科
教
育
セ
ン
タ
ー
が
隔
年

で
開
催
し
て
い
る
。

受賞した溝口さん
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
東
京
・
六
本
木
の
森
美
術

館
で
年
初
か
ら
２
月
14
日
ま

で
開
催
さ
れ
た
「
フ
ォ
ス
タ

ー
＋
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
展
」

に
、
建
築
都
市
環
境
学
科
・

今
村
創
平
准
教
授
の
研
究
室

の
学
生
が
制
作
し
た
作
品
が

展
示
さ
れ
、注
目
を
集
め
た
。

　「
フ
ォ
ス
タ
ー
＋
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
」
は
ハ
イ
テ
ク
建
築

の
分
野
で
世
界
的
な
評
価
を

受
け
、「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
」
と
呼
ば
れ
る

イ
ギ
リ
ス
の
建
築
家
、
ノ
ー

マ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
（
80
）

が
率
い
る
国
際
的
建
築
設
計

組
織
。「
ガ
ー
キ
ン
」（
ピ
ク

ル
ス
に
す
る
キ
ュ
ウ
リ
）
の

愛
称
で
ロ
ン
ド
ン
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
る
「
ス
イ
ス
・

リ
本
社
ビ
ル
」
や
、
東
西
ド

イ
ツ
統
合
の
象
徴
「
ド
イ
ツ

連
邦
議
会
新
議
事
堂
・
ラ
イ

ヒ
ス
タ
ー
ク
」
な
ど
、
数
多

く
の
現
代
建
築
史
上
の
名
作

を
生
み
出
し
て
い
る
。

　「
都
市
と
建
築
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
が
付
い
た
今
回
の
展
覧
会

は
日
本
初
の
開
催
。
フ
ォ
ス

タ
ー
＋
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
設

計
活
動
を
代
表
す
る
50
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
イ
ギ
リ
ス

か
ら
運
ば
れ
た
模
型
や
Ｃ
Ｇ

な
ど
の
膨
大
な
資
料
で
紹
介

し
た
。
そ
の
中
に
は
現
在
進

行
中
の
ア
ッ
プ
ル
の
新
本
社

や
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
制

作
す
る
未
来
の
月
面
住
宅
な

ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
含
ま

れ
て
い
た
。

　
六
本
木
ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー

52
階
の
展
覧
会
場
入
り
口
を

入
っ
て
す
ぐ
の
〝
特
等
席
〞

に
展
示
さ
れ
た
今
村
研
の
作

品
は
「
オ
ー
ト
ノ
マ
ス
・
ハ

ウ
ス
」

写
真
左
の
上

と

「
ウ
ィ
リ
ス
・
フ
ェ
ー
バ
ー

・
デ
ュ
マ
ス
本
社
」

下
の

２
枚

の
２
つ
の
模
型
。

　
二
重
の
網
目
状
の
球
体
が

特
徴
の
オ
ー
ト
ノ
マ
ス
・
ハ

ウ
ス
は
住
宅
と
し
て
設
計
さ

れ
た
も
の
で
、
若
き
日
の
フ

ォ
ス
タ
ー
が
強
い
影
響
を
受

け
た
ア
メ
リ
カ
の
発
明
家
で

思
想
家
の
バ
ッ
ク
ミ
ン
ス
タ

ー
・
フ
ラ
ー
と
共
同
で
設

計
。「
建
築
は
軽
や
か
さ
と

自
然
の
光
の
芸
術
で
あ
る
」

と
い
う
フ
ォ
ス
タ
ー
の
哲
学

を
具
現
化
し
た
原
点
と
も
言

え
る
作
品
だ
が
、
フ
ラ
ー
の

死
に
よ
り
実
際
に
建
築
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
設
計
図
な
ど
も
一
切
な

か
っ
た
た
め
、
今
村
研
で
は

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
た
数
枚

の
写
真
を
基
に
、
多
田
脩
二

准
教
授
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
得

な
が
ら
再
現
し
た
。

　
ウ
ィ
リ
ス
・
フ
ェ
ー
バ
ー

・
デ
ュ
マ
ス
本
社
は
１
９
７

０
年
代
に
建
て
ら
れ
た
保
険

会
社
の
建
物
で
、
フ
ォ
ス
タ

ー
が
初
期
に
そ
の
哲
学
を
ど

の
よ
う
に
作
品
に
反
映
し
た

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

外
装
は
波
打
つ
よ
う
な
ガ
ラ

ス
の
曲
面
で
覆
わ
れ
、
内
部

は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
結
ば

れ
た
床
が
積
層
さ
れ
て
人
々

が
自
由
に
動
き
回
れ
る
構
成

の
こ
の
ビ
ル
を
、
今
村
研
で

は
ア
ク
リ
ル
を
使
っ
て
再
現

し
た
。
家
具
や
内
部
で
働
く

大
勢
の
人
た
ち
も
、
一
人
一

人
紙
で
手
づ
く
り
し
た
と
い

う
。

　
制
作
は
昨
年
７
月
か
ら
12

月
ま
で
半
年
が
か
り
。
今
村

准
教
授
は
「
フ
ォ
ス
タ
ー
の

哲
学
を
理
解
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
作
品
の
意
図
を
翻
訳

し
、
模
型
と
し
て
制
作
工
程

を
考
え
、
チ
ー
ム
と
し
て
完

成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
そ
れ
を
大
勢
の
人
に

見
て
も
ら
っ
た
と
い
う
経
験

は
学
生
に
と
っ
て
と
て
も
刺

激
的
で
貴
重
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

　
参
加
し
た
学
生
は
次
の
通

り
（
敬
称
略
）。

　
■
今
村
研
究
室
　
徳
永
一

之
介
（
修
士
２
年
）
▽
三
宅

菜
月
▽
渡
辺
大
地
▽
川
合
豊

▽
下
川
翔
平
▽
大
橋
貴
洋
▽

高
島
裕
希
▽
佐
藤
海
斗
▽
谷

拓
也
▽
小
林
基
（
以
上
４

年
）　
■
藤
木
研
究
室
　
宮

下
成
平
（
３
年
）

今村研の学生たちと模型作品群。右端が今村教授

今
村
研
が
再
現
２
模
型

▼　
〝
フ
ォ
ス
タ
ー
名
建
築
展
〞に

　
本
学
図
書
館
（
館
長

赤

羽
弘
和
・
建
築
都
市
環
境
学

科
教
授
）
が
昨
年
９
月
18
日

〜
11
月
14
日
に
募
集
し
た
平

成
27
年
度
・
第
４
回
学
生
懸

賞
論
文
の
受
賞
者
が
決
ま
っ

た
。
課
題
は
Ａ
・
自
由
課

題
、
Ｂ
・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
先
端
科
学
技
術
は
ど
の

よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
、
Ｃ

・
図
書
館
所
蔵
図
書
を
読
ん

だ
感
想
文
｜
｜
の
３
つ
。

　
12
点
の
応
募
が
あ
り
、
選

考
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は

課
題
Ｃ
・
滝
口
亜
美
さ
ん

（
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
３
年
）

の
「『
人
間
工
学
か
ら
の
発

想
』
が
与
え
て
き
た
も
の
」

（『
人
間
工
学
か
ら
の
発
想

　
ク
オ
リ
テ
ィ
・
ラ
イ
フ
の

探
究
』
小
原
二
郎
著
）
が
選

ば
れ
た
。

　
優
秀
賞
に
は
課
題
Ａ
・
金

田
胤
人
君
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
２
年
）

の
「
真
に
自
分
で
あ
る
た
め

に
」
と
、
課
題
Ｃ
・
昆
弘
都

君
（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学

科
１
年
）
の
『
嫌
わ
れ
る
勇

気
』（
岸
見
一
郎
・
古
賀
史

健
著
）
が
選
ば
れ
た
。

　
３
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
希
望

の
学
習
教
材
が
贈
ら
れ
た
。

　
滝
口
さ
ん
が
読
ん
だ
本
は

本
学
の
元
理
事
・
小
原
氏
の

著
作
で
、
滝
口
さ
ん
は
、
人

間
を
大
切
に
す
る
が
ゆ
え

に
、
ほ
ど
ほ
ど
に
使
い
に
く

さ
を
残
す
、
な
ど
人
間
工
学

の
奥
深
さ
に
触
れ
た
思
い
を

つ
づ
っ
た
。
２
年
生
の
授
業

の
と
き
の
本
で
、
さ
ら
に
発

見
が
あ
る
と
思
い
読
み
返
し

た
と
い
う
。

　「（
過
去
に
デ
ザ
イ
ン
し

た
）
あ
の
椅
子
は
本
当
に
快

適
な
も
の
な
の
か
、
な
ど
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
も
う

一
度
身
の
周
り
の
こ
と
に
目

を
向
け
て
よ
く
考
え
て
み
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
を
伝
え
た
く
て
書
き

ま
し
た
。
文
章
を
書
く
こ
と

は
得
意
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
少
し
自
信
が
つ
い
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
直
し
て

く
だ
さ
っ
た
上
野
（
義
雪
）

先
生
に
感
謝
し
ま
す
」
と
語

っ
た
。

　
金
田
君
は
自
由
課
題
に
挑

戦
。 

私
と
い
う
人
間
を
殺

さ
ず
に
素
敵
な
人
間
関
係
を

作
る
に
は
、
と
考
え
、「
自

分
を
受
け
入
れ
る
」
こ
と
で

相
手
の
心
を
温
か
な
感
情
で

満
た
し
た
い
、
と
い
う
思
い

に
た
ど
り
着
く
ま
で
を
描
い

た
。

最優秀賞に滝口さん
優秀賞に金田君、昆君

▼　27年度・学生懸賞論文　受賞作決まる

最優秀賞の滝口さん（左から2人目）。左は赤羽図書館長、

右は小宮学長と屋代智之・情報ネットワーク学科教授

　
も
の
づ
く
り
の
基
盤
・
表

面
技
術
の
最
前
線
を
紹
介
す

る
総
合
展
「
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

Ｈ
（
サ
ー
テ
ッ
ク
）
２
０
１

６ 

表
面
技
術
要
素
展
」（
表

面
技
術
協
会
な
ど
主
催
）
が

１
月
27
〜
29
日
、
東
京
・
有

明
の
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
東

４
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

本
学
は
今
回
も
表
面
技
術
協

会
の
依
頼
で
〝
表
面
工
学
研

究
グ
ル
ー
プ
〞
と
プ
ラ
ズ
マ

分
野
の
研
究
者
ら
が
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
求
め
る

企
業
関
係
者
に
展
示
を
行
っ

た

写
真
下
。

　
表
面
工
学
グ
ル
ー
プ
は
機

械
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
坂
本

幸
弘
教
授
と
研
究
室
の
大
学

院
生
ら
・
協
力
会
社
で
▽
ド

ラ
イ
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
特

別
展
示
▽
炭
素
系
材
料
の
気

相
合
成
法
の
一
つ
・
熱
フ
ィ

ラ
メ
ン
ト
Ｃ
Ｖ
Ｄ
装
置
を
展

示
▽
大
気
圧
プ
ラ
ズ
マ
に
よ

る
表
面
改
質
と
陽
極
酸
化
に

よ
る
メ
ン
ブ
レ
ン
フ
ィ
ル
タ

ー
の
作
製
実
演
｜
｜
な
ど
を

行
っ
た
。

　
プ
ラ
ズ
マ
研
究
者
ら
は

「
千
葉
工
業
大
学
プ
ラ
ズ
マ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
ブ
ー
ス
を

併
設
。
坂
本
教
授
の
ほ
か
井

上
泰
志
・
機
械
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
教
授
、
尾
上
薫
・
生
命

環
境
科
学
科
教
授
、
小
田
昭

紀
・
電
気
電
子
情
報
工
学
科

教
授
、
鈴
木
進
・
教
育
セ
ン

タ
ー
教
授
が
▽
硬
質
炭
素
系

材
料
▽
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ

ク
材
料
▽
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ラ

イ
ク
カ
ー
ボ
ン
成
膜
用
プ
ラ

ズ
マ
▽
誘
電
体
バ
リ
ア
放
電

用
電
極
の
二
次
電
離
係
数
測

定
▽
大
気
圧
プ
ラ
ズ
マ
ジ
ェ

ッ
ト
の
環
境
応
用
に
関
す
る

研
究
｜
｜
な
ど
を
発
表
し

た
。 

　
サ
ー
テ
ッ
ク
表
面
技
術
要

素
展
は
表
面
処
理
・
表
面
改

質
・
表
面
硬
化
な
ど
幅
広
い

産
業
分
野
に
対
応
し
た
展
示

会
。
先
端
表
面
技
術
展
や
国

際
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
総
合

展
、
新
機
能
性
材
料
展
、
関

連
会
議
な
ど
と
同
時
開
催
さ

れ
、
今
年
度
は
前
回
を
上
回

る
４
万
８
５
１
４
人
（
主
催

者
調
べ
）
が
来
場
し
た
。

表
面
技
術
の
最
前
線
展
示

▼　
サ
ー
テ
ッ
ク
で
坂
本
研
・
プ
ラ
ズ
マ
研
究
者
た
ち

　
昆
君
は
読
ん
だ
本
の
「
す

べ
て
の
悩
み
は
対
人
関
係
の

悩
み
」
の
一
文
に
衝
撃
を
受

け
た
。
周
り
の
見
方
に
縛
ら

れ
て
い
た
自
分
に
気
づ
き
、

自
身
を
見
つ
め
直
し
て
い
く

過
程
を
書
い
た
。

　
審
査
し
た
委
員
た
ち
は

「
受
賞
作
は
ど
れ
も
主
張
が

明
確
で
、
自
分
の
言
葉
で
丁

寧
に
論
じ
て
い
た
。
受
け
売

り
で
は
な
い
、
自
分
の
考

え
が
は
っ
き
り
と
出
て
い

た
」。「
惜
し
く
も
受
賞
か
ら

は
外
れ
た
が
、
日
本
の
残
飯

問
題
や
教
育
問
題
に
つ
い
て

論
じ
た
も
の
も
あ
り
、
全
体

の
水
準
は
高
か
っ
た
。
日
頃

か
ら
疑
問
に
思
う
こ
と
や
関

心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
本
を
読
ん
だ
り
思
索

を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
優

れ
た
論
文
作
成
に
つ
な
が
る

よ
う
だ
」
な
ど
と
語
っ
た
。
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柗ま

つ

野の

　
日ひ

奈な

子こ

　
１
９
９
５
年
、
太
陽
系
の

外
に
惑
星
（
系
外
惑
星
）
が

発
見
さ
れ
て
以
降
、
惑
星
学

の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
銀
河
系
へ

と
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
広
が

っ
て
い
る
。
惑
星
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
松
井
所
長

が
、
太
陽
系
惑
星
と
系
外
惑

星
と
の
違
い
、
惑
星
系
の
生

ま
れ
方
、
系
外
惑
星
探
査
の

最
前
線
な
ど
を
初
心
者
に
分

か
る
よ
う
に
解
説
し
て
く
れ

る
。

　
科
学
の
幅
広
い
基
礎
知
識

を
も
と
に
、
宇
宙
に
あ
る

我
々
の
存
在
を
考
え
さ
せ
て

く
れ
る
と
同
時
に
、
地
球
外

生
命
の
可
能
性
に
迫
る
過
程

は
Ｓ
Ｆ
世
界
を
現
実
の
宇
宙

に
見
る
よ
う
な
驚
き
と
興
奮

を
与
え
て
く
れ
る
。

　
▽
Ｓ
Ｆ
に
追
い
つ
い
た
天

文
学
｜
｜
惑
星
探
査
の
現
状

▽
人
と
惑
星
｜
｜
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
的
転
換
が
起
こ
る
ま
で

▽
太
陽
系
の
誕
生
▽
惑
星
系

は
こ
う
し
て
生
ま
れ
る
▽
惑

星
の
新
し
い
定
義
と
は
▽
銀

河
系
惑
星
学
を
拓
い
た
二
大

発
見
▽
生
命
を
宿
す
星
は
あ

る
の
か
｜
｜
の
７
章
構
成
。

２
４
８
㌻
の
新
書
判
。

出 版

惑
星
探
査
の
最
前
線
を
見
る

著
者

 

松
井
孝
典
・
千
葉
工
大
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）所
長

発
行

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

価
格

８
４
２
円
（
税
込
み
）

銀
河
系
惑
星
学
の
挑
戦

松井孝典所長

「
お
に
は
そ
と
　
ふ
く
は
う

ち
」
と
み
ん
な
で
豆
を
ま
い

て
、
年
の
数
だ
け
豆
を
食
べ

て
…
…
。
子
供
の
こ
ろ
か

ら
、
必
ず
家
族
で
楽
し
ん
だ

２
月
３
日
の「
節
分
」の
日
。

　
伝
統
行
事
で
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
大
事
に
し
た
い
と
思

い
、
今
で
も
続
け
て
い
る
。

友
達
に
聞
く
と
、
ゴ
ミ
が
出

る
の
が
面
倒
…
、
忙
し
い

…
、
食
べ
物
を
投
げ
る
の
は

ち
ょ
っ
と
…
等
寂
し
い
意
見

も
あ
る
が
、
鬼
役
の
ダ
ン
ナ

に
向
か
っ
て
思
い
っ
き
り
豆

を
ぶ
つ
け
る
の
は
気
持
ち
が

い
い
！

　
そ
も
そ
も
、
鬼
と
い
う
も

の
は
す
ご
く
怖
い
も
の
の
は

ず
な
の
に
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
す

ぎ
て
妖
怪
で
あ
る
こ
と
さ
え

忘
れ
て
い
た
。
今
年
は
、
Ｃ

Ｍ
で
も
お
馴
染
と
な
っ
た
チ

ャ
ラ
過
ぎ
！
イ
ケ
メ
ン
鬼
ち

ゃ
ん
ま
で
登
場
。
鬼
も
悪
く

な
い
な
と
、
今
年
は
快
く
大

役
を
引
き
受
け
て
み
た
。
そ

も
そ
も
、
あ
の
宇
宙
で
一
番

か
わ
い
い
ラ
ム
ち
ゃ
ん
だ
っ

て
鬼
だ
も
の
（
古
す
ぎ
）。

　「
何
？
鬼
嫁
と
か
鬼
バ
バ

ア
と
か
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

ネ
タ
？
」
セ
ン
ス
あ
り
す
ぎ

の
息
子
の
コ
メ
ン
ト
に
腰
が

抜
け
る
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
入
試
の
季
節
で
す
。
サ
テ

ラ
イ
ト
入
学
試
験
監
督
の
役

を
仰
せ
つ
か
り
、
仙
台
に
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
学
の
地
方
入
試
は
、
な

ん
と
約
50
年
も
続
い
て
い
る

そ
う
で
す
。
地
方
入
試
は
受

験
生
の
負
担
を
軽
減
す
る
素

晴
ら
し
い
制
度
で
す
が
、
運

営
側
に
と
っ
て
は
不
馴
れ
な

土
地
で
の
難
し
い
業
務
で

す
。
そ
こ
で
、
あ
り
が
た
く

感
じ
る
の
は
卒
業
生
の
サ
ポ

ー
ト
で
す
。
試
験
監
督
を
補

助
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、

「
こ
の
程
度
の
雪
な
ら
ば
路

線
バ
ス
は
通
常
運
転
」
な

ど
、
土
地
勘
に
基
づ
く
的
確

な
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
地
方
入
試
期
間
の
緊
張
は

持
続
し
ま
す
が
、
休
憩
時
間

中
の
卒
業
生
と
の
歓
談
は
楽

し
い
ひ
と
と
き
で
す
。
卒
業

生
の
昔
話
、
例
え
ば
、
食
堂

の
Ａ
定
食
に
つ
い
て
学
生
が

食
堂
職
員
と
議
論
し
た
と

か
、
◯
◯
先
生
の
指
導
が
厳

し
か
っ
た
と
か
、
学
生
生
活

の
成
功
談
、
あ
ま
り
胸
を
張

っ
て
言
え
な
い
失
敗
談
な

ど
、
色
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
学
Ｏ
Ｂ
で
は
な
い
私
に

と
っ
て
、
千
葉
工
業
大
学
の

学
生
文
化
を
知
る
貴
重
な
機

会
で
す
。
卒
業
生
の
み
な
さ

ま
、
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
４
月
に
は
新
た

に
卒
業
生
が
加
わ
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
機
械
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

　
　
　
　
　
　
菅
　
　
洋
志

　
私
は
、
小
さ
な
製
造
会
社

を
経
営
し
て
い
ま
す
。
社
長

と
い
う
役
職
柄
、
様
々
な
会

合
に
参
加
す
る
こ
と
も
多

く
、
人
脈
が
広
が
り
仕
事
に

役
立
て
た
り
、
勉
強
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
色
々

な
方
と
お
話
す
る
中
で
感
じ

る
の
は
、
皆
さ
ん
ご
自
分
の

出
身
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
使
い
、
積
極
的
に
人
脈
を

広
げ
て
い
る
と
い
う
事
。

　
先
日
、
同
窓
会
江
戸
川
支

部
の
新
年
会
に
出
席
さ
せ
て

も
ら
っ
た
際
、
藤
崎
支
部
長

以
下
の
し
っ
か
り
し
た
運
営

で
、
卒
業
１
年
目
か
ら
大
先

輩
ま
で
多
く
の
方
が
出
席

し
、
と
て
も
楽
し
い
会
で
し

た
。
出
席
さ
れ
て
い
る
方
々

の
職
業
、
肩
書
き
も
様
々

で
、
名
刺
交
換
を
し
て
お
話

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
場
所
に
積
極
的
に
参

加
し
、
色
々
な
方
と
知
り
合

い
、
そ
の
結
果
人
脈
が
広
が

れ
ば
、
自
分
の
人
生
に
と
て

も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
感
じ
ま

し
た
。
同
様
に
多
く
の
方
が

様
々
な
会
に
参
加
し
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
各
人
が
活

躍
す
れ
ば
、
結
果
的
に
大
学

の
付
加
価
値
も
上
が
る
と
思

い
ま
す
。

　
今
、
千
葉
工
大
が
色
々
な

分
野
で
活
躍
し
社
会
で
の
露

出
も
多
く
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
我
々
も
大
学
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
そ
れ
ぞ

れ
が
よ
り
す
ば
ら
し
い
人
生

を
送
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
同
窓
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
池
永
　
憲
明

クラブの活動状況

▲

文化会 期　間 大会・発表会名

総合工学研究会 12/１、６、１/31
船橋市立小栗原小学校、オープンキャンパスロボット操縦体験、
第17回＆18回ＫＯＮＤＯ　ＢＡＴＴＥＬＥ

動画制作部 12/20　　　　　 アニメーション研究会連合

茶道部 12/13、20　　　 雪待茶会、白門茶会

ギタークラブ 12/12　　　　　 第50回定期演奏会
ソフトメディア研究会 12/12　　　　　 ＤＴＭ合同討論会

電気研究部 12/12　　　　　 理工学教室

天文研究部 12/12　　　　　 理工学教室、天体観測

写真部 12/12　　　　　 天体観測

吹奏楽部 12/13、26　　　 千葉県アンサンブルコンテスト、定期演奏会

フィッシャークラブ 12/24　　　　　 部内トラフト大会

放送研究部 12/23　　　　　 番組発表会

ＴＲＰＧ研究会 12/25　　　　　 クリスマスイベント

書道倶楽部 12/31～1/3 　　 札書書き

マンガ研究会 12/31　　　　　 コミックマーケットＣ89
上記クラブのほか、多くのクラブが課外活動に励んでいます。定期的にいろいろなクラブの活動状況をお知らせしています。学生たちのがんばりにご期待ください。

地
球
外
生
命
の
可
能
性
を
さ
ぐ
る

　
本
学
サ
ー
ク
ル
・
総
合
工

学
研
究
会
と
先
川
原
正
浩
・

未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）
室
長

に
よ
る
出
張
授
業
「
ロ
ボ
ッ

ト
操
縦
体
験
」
＆
講
演
が
２

月
８
日
、
船
橋
市
前
原
東
の

市
立
二
宮
小
学
校
（
吉
野
一

宏
校
長
、
児
童
約
５
７
０

人
）
で
開
か
れ
、
同
小
６
年

生
約
80
人
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
を

通
じ
て
科
学
技
術
の
面
白
さ

を
伝
え
た
。
１
月
に
同
市
立

小
栗
原
小
学
校
で
開
い
た
授

業
に
続
く
も
の
。

　
総
合
工
学
研
の
柴
田
拓
歩

部
長
（
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

学
科
２
年
）
ら
５
人
が
持
ち

込
ん
だ
の
は
２
足
歩
行
ロ
ボ

ッ
ト
。
今
月
開
か
れ
る
ロ
ボ

ッ
ト
格
闘
技
大
会
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ

Ｏ-

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
に
出
場
す
る

実
機
で
、
５
人
は
２
つ
の
フ

ィ
ー
ル
ド
で
６
年
生
に
ロ
ボ

ッ
ト
操
作
を
指
導
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
を
す
ぐ
に
う
ま
く
操

り
、
横
歩
き
や
パ
ン
チ
を
繰

り
出
し
、
標
的
を
見
事
ク
リ

ア
し
て
歓
声
を
上
げ
た
。
終

盤
に
は
学
生
た
ち
が
格
闘
デ

モ
を
披
露
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
機

敏
な
動
き
や
、
倒
れ
て
も
起

き
上
が
る
仕
草
に
拍
手
が
響

い
た
。
こ
の
後
、
先
川
原
ｆ

ｕ
Ｒ
ｏ
室
長
が
「
最
新
ロ
ボ

ッ
ト
の
こ
こ
が
す
ご
い
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。

　
参
加
児
童
た
ち
の
感
想
は

「
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
が
滑

ら
か
で
驚
い
た
」

「
こ
れ
を
作
れ
る

お
兄
さ
ん
た
ち
が

す
ご
い
！
」。「
高

齢
化
社
会
に
役
立

つ
ロ
ボ
ッ
ト
を
作

り
た
い
」
と
話
す

子
も
。
先
川
原
室

長
は
「
科
学
技
術
が
楽
し
い

も
の
だ
と
思
う
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
…
…
」
と
話
し
て
い

た
。

　
総
合
工
学
研
は
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
や
ロ
ボ
ッ
ト
操

縦
体
験
教
室
（
現
代
産
業
科

学
館
）
の
ほ
か
、
ロ
ボ
ッ
ト

出
前
授
業
な
ど
で
活
躍
の
場

を
広
げ
て
い
る
。

　
在
学
生
を
対
象
と
し
た

「
倫
理
教
育
講
習
会
」
が
、

新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
１

月
17
日
、
津
田
沼
ャ
ン
パ
ス

で
21
日
に
開
か
れ
、
延
べ
75

人
の
学
生
た
ち
が
受
講
し
た

写
真
。
学
内
の
研
究
者
倫

理
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て

開
い
た
。

　
講
師
役
は
本
学
Ｏ
Ｂ
の
堀

田
光
氏
（
昭
和
53
年
土
木
学

科
卒
・
技
術
士
）。
最
近
社

二
宮
小
で
ロ
ボ
ッ
ト
授
業

▼
　総
合
工
学
研
と
先
川
原
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
室
長

会
で
起
き
る
不
正
行
為
や
デ

ー
タ
ね
つ
造
と
倫
理
教
育
の

重
要
性
、
工
学
系
の
学
生
と

し
て
理
解
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
倫
理
を
約
１
時

間
に
わ
た
っ
て
説
明
し
た
。

　
終
了
後
に
は
学
生
た
ち
に

ア
ン
ケ
ー
ト
。「
卒
論
を
書

く
際
に
注
意
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
」「
何
気
な
く
行
っ
て
い

た
実
験
に
つ
い
て
も
、
実
験

ノ
ー
ト
を
付
け
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ

た
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

倫理教育講習会開く

新
任
紹
介

（敬称略）

　
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
毎
日
が
新
鮮
で
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
し

っ
か
り
と
学
ん
で
い
こ
う
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
趣
味
は
映
画
観
賞
。

▼
　両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
75
人
が
受
講

㊤二宮小学校で講演す

　る先川原室長

㊦小栗原小学校で

３月５日（土）Ｃ日程入学試験、大学入試センター利用入学試験（後期）、９日（水）・10日（木）大学院春・秋入学３月試験


